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1.1 事 業 沿 革  
１ 佐世保市水道のあゆみ 

① 水道の創設 

本市の水道は、明治時代に誕生しました。当時は海軍鎮守府の設置にともない、人口が増

加し防疫・防災のため水道水の必要性が大きく増加したことから、明治 36 年 4 月旧海軍水

道の分与を受け、人力により水の配給を行ったことを始まりとし、明治 40 年 9 月に全国 

１０番目の近代水道（鉄管による給水）として給水を開始しました。 

② 水道運営の一本化 

昭和25年に制定された旧軍港市転換法に基づき軍由来の水道施設が市へ移管されること

となり、軍・市の各々が運営していた水道は市の水道として一本化されることとなりました。 

③ 事業経過 

佐世保市では創設期から終戦までに１期～４期の拡張事業を行い、終戦後は５期から８期

までの拡張事業を完成させ、現在は９期拡張事業を継続しているところです。 

 

事業名 認可年月日 目 標 事業概要 

創 設 M38.8.11 M41.3 施設拡張・配水管布設 

第１期拡張 M41.8.29 M42.3     〃 

第２期拡張 M44.5.15 M44.12     〃 

第３期拡張 T12.2.5 T15.3     〃 

第４期拡張 S9.3.31 S15.5 菰田ダム建設 

第５期拡張 S26.12.16 S31.3 川谷ダム建設 

第６期拡帳 S33.1.21 S36.3 高部地区給水 

第７期拡張 S39.12.7 S46.3 下の原ダム建設 

第８期拡張 S45.3.31 S48.3 川棚川取水 

第８期（追加） S47.1.10 S50.3 俵ヶ浦半島給水 

第９期拡張 S51.1.10 S60.3 石木ダム建設 

第９期（追加） S54.3.22 S60.3 浅子・高島地区給水 

第９期（追加） S56.12.24 S60.3 針尾・江上地区給水 

第９期（追加） H3.4.9 H11.3 中里北地区他給水 

第９期（追加） H8.3.29 H17.3 上柚木地区給水 

第９期（追加） H12.10.25 H29.3 
下の原ダム再開発 

上小舟･柚木地区給水 

第９期（届出） H17.3.18 H29.3 新港地区給水 

第９期（届出） H17.3.18 H29.3 吉井町水道事業譲受 

第９期（届出） H18.3.28 H29.3 小佐々町水道事業譲受 

第９期（届出） H19.3.23 H29.3 菰田地区給水 

第９期（届出） H22.3.26 H29.3 江迎町水道事業譲受 

第９期（届出） H23.1.27 H29.3 浄水方法の変更 

第９期（追加） H26.5.2 H36.3 給水区域の拡張等 
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1.1 事 業 沿 革  

 

④ 佐世保市上下水道ビジョン） 
平成２０年４月に水道事業及び下水道事業のマスタープランとなる「佐世保市上下水道ビ

ジョン」を策定しました。これは、国のビジョンや本市の第 6 次総合計画を踏まえて基本理

念を示しています。 

 

基本理念  

「信頼される水道及び下水道を次の１００年へ」 

 

佐世保市上下水道ビジョンのうち水道事業に関して、基本理念を元に基本方針を示してお

ります。 

 

基本方針 

「安全で安心な水づくり」 

「快適で安定した水づくり」 

「環境に配慮した水づくり」 

 

佐世保市水道局では、上記を基本理念として掲げ、基本方針を基に現実の問題・課題に対

応しております。 

 

 

限られた予算を有効に活用するため、水道事業の根幹をなす「水の安定供給」につながる

施策を集中的に進めることを基本姿勢とし、毎年度見直しを行う実施計画（アクションプラ

ン）に基づき、PDCA サイクルによる着実かつ効率的な事業推進を図ることとしています。 
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1.2 平成２７年度事業概況  
本年度も、「安全で安心な水づくり」「快適で安定した水づくり」「環境に配慮した水づくり」

の基本方針をふまえて、水道施設の維持管理・改良整備及び更新等を実施しました。 

主な事業概況は次のとおりです。 

 

１ 給水状況 

年間総配水量は、29,266,792 ㎥で、前年度 28,993,842㎥と比べ 272,950 ㎥（0.9％）

増加しました。 

また、有収水量については、24,850,572 ㎥で、前年度 24,927,305 ㎥と比べ 76,733

㎥（0.3％）減少しました。 

 

２ 平成２７年度主要事業 

① 水道施設整備事業 

・管路の漏水防止対策のため送配水管（小佐世保小学校下バス停付近配水管布設工事）等の

老朽管（延長６,４３１ｍ）を布設替えしました。また、水の安定供給のため、導水管（吉

福導水管吉福町１８３付近布設工事）等の布設替えを行いました。（水道施設再構築事業） 

 

 

【吉福導水管布設工事】 【小佐世保町配水管布設工事】 

・配水施設の遠方監視を行うための監視装置の整備(鹿町町)や、老朽化したポンプ所整備の

更新を行いました。（改良事業） 

・宇久地区、世知原地区などにおいて送配水管布設（延長３,８２８ｍ）などを行いました。

（簡易水道事業） 

  

【北部地区遠方監視装置整備（その６）工事】 【峰ポンプ所(ポンプ・電気設備)更新工事】 
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1.2 平成２７年度事業概況  
 

② 北部浄水場（仮称）統合事業 

【施設の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の特徴】 

・設計、建設及び維持管理を含んだ DBO 事業で行います。 

・膜ろ過方式により安定的な水供給を行います。 

・水質の連続的な測定により、安全性を確保します。 

・太陽光などの未利用エネルギーを活用します。 

 

【処理フロー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 2７年度概況】 

平成２７年４月から山の田浄水場と大野浄水場を統合した膜ろ過方式による新施設の

「山の田浄水場」の全体供用を開始しました。（既設大野浄水場は運転停止。） 

また、今年度から新施設の維持管理・運営の業務委託を開始しました。なお、平成４２

年度までの１５年間の業務委託契約となります。 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

事業名 佐世保市北部浄水場（仮称）統合事業 

事業方式 DBO(Design：設計、Build：施工、Operate：運営)方式 

事業期間 平成 22年 10月 29日～平成 42 年 3 月 31日 

設計・建設期間 平成 22年 10月 29日～平成 27 年 3 月 31日 

維持管理・運営期間 平成 27年  4 月  1 日～平成 42 年 3 月 31日 

浄水処理能力 50,600 ㎥/日 

（浄水施設） 

原水（４系統） 
【

建

設

工

事

の

現

況

：

平

成

2

4

年

 

月

撮

影

】 

原水調整池 原水混和槽 
【

建

設

工

事

の

現

況

：

平

成

2

4

年

 

月

撮

影

】 

膜ろ過装置 
【

建

設

工

事

の

現

況

：

平

成

2

4

年

 

月

撮

影

】 

【

建

設

工

事

の

現

況

：

平

成

2

4

年

 

月

撮

影

】 

浄水池 
【

建

設

工

事

の

現

況

：

平

成

2

4

年

 

月

撮

影

】 

各配水池 

（大野・山の田） 

 

排水受槽 
【

：

平

成

2

4

年

 

月

撮

影

】 

濃縮設備 

 

天日乾燥床 

【

建

設

工

事

の

現

況

：

平

成

2

4

年

 

月

撮

影

】 

上澄水槽 

（排水処理施） 

（送配水施設） 
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1.2 平成２７年度事業概況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※赤塗部が平成 2６年度までに工事実施済、平成 27 年度に供用開始の施設 

【現況】 

（山の田貯水池より撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（管理・膜ろ過棟屋上より撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

管理・膜ろ過棟 

原水調整槽 

原水混和槽 

天日乾燥床 汚泥濃縮槽 

 

浄水池 
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1.2 平成２７年度事業概況  
 

③ 山の田水系水道施設統合更新事業 

 山の田浄水場と大野浄水場の統合事業に引き続き継続して実施する事業であり、老朽化に伴

う基幹施設の「山の田配水池」の統合更新と基幹管路の「配水本管（山の田浄水場から市役所

付近）」の更新事業を実施します。 

 

【事業の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の特徴】 

・既存施設を供用しながら、段階的に配水池更新を実施 

・給水区域の見直しによる配水池容量の適正化 

・安全な水質の確保、耐震性、経済性等を考慮した配水池更新を実施 

 

 

【平成 27 年度概況】 

 「山の田配水池統合更新事業」と「配水本管」の更新事業に係る実施設計を行いました。 

 平成２８年度から工事を実施する計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

事業名 山の田水系水道施設統合更新事業 

事業方式 直営方式 

設計期間 平成２７年度 

・配水本管及び山の田配水池統合実施設計 

・地質調査 

・測量調査 

・試掘調査 

建設期間 山の田配水池更新 

平成２８年度から平成２９年度（予定） 

配水本管更新 

 平成２９年度から平成３４年度（予定） 

配水池容量 山の田配水池 6,750ｍ3×2 池 

配水本管延長 φ400～φ700  約 3,900ｍ 
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1.2 平成２７年度事業概況  
 

④南部地区系基幹管路整備事業 

広田浄水場を起点とする配水本管の老朽化に伴う更新事業を、広田浄水場～大塔町にかけて

実施します。 

 

【事業の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の特徴】 

・配水本管の布設にあたっては、原則、開削工法にて実施 

・同一路線に複数埋設してある管路を一本化（合成化）し、輻輳化を解消 

 

【更新概要図】 

・基幹管路更新概要図 

    
 

【平成 27 年度概況】 

 「配水本管」の更新事業に係る実施計画を行いました。 

 平成２８年度から工事を実施する計画です。 

 

項目 内容 

事業名 南部地区基幹管路整備事業 

事業方式 直営方式 

設計期間 平成２７年度 

・実施計画策定 

 

建設期間 Ⅰ期工事：平成２８年度から平成３２年度（予定） 

Ⅱ期工事：平成３３年度から平成３７年度（予定） 

配水本管延長 Ⅰ期工事：φ１０00 約１,４００ｍ 

    ：φ７００  約１,０００ｍ 

Ⅱ期工事：φ７００  約４,０００ｍ 
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1.2 平成２７年度事業概況  
 

⑤ 第９期拡張事業 

石木ダム建設関連事業として、県が事業主体として行う調査設計費等の一部を負担しまし

た。 

 

 

３ 経営状況 

事業収益は、6,425,463 千円で前年度 7,025,944 千円に比べ、600,481 千円（8.5％）

減少しました。これは、主に他会計補助金において、料金改定引き下げのため一般会計から繰

り入れることとしていた措置が終了したことによる 200,000 千円の減、また前年度におい

て、地方公営企業会計制度見直しに伴い修繕引当金の取崩しを行っていたものが減となったこ

と等によるその他特別利益 345,506 千円の減によるものです。 

事業費用は、5,698,931 千円で前年度 7,030,364 千円に比べ、1,331,433 千円

（18.9％）減少しました。これは主に前年度において地方公営企業会計制度見直しにより、

その他特別損失において退職給付引当金などの引当により、1,671,907 千円を計上していた

ものが減になったことによるものです。 

以上の結果、事業収益から事業費用を差し引いた収支差し引きは 726,532 千円の純利益

となりました。 

   

 

1.3 平成２７年度主な出来事  

１月 

２３日～３１日 

 

１月２３日から２５日にかけて、非常に

強い寒波に見舞われ、市内約４，０００件

の個人宅の給水管が破裂、漏水し、市全域

で最大約７，２００世帯が断水の影響を受

けました。 

順次復旧作業に取り組み、１月３１日ま

でに断水は段階的に解消されました。 

 

 

 

 

 （写真は猫山ダム付近の給水所の様子）  
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1.4.1.1 資料編（事業部編・水道）  
１ 取水施設 

① 認可施設 

地 区 名 称 水源・水系名河川名等 種別 
取水能力（許可取水量等） 

㎥／ｓ ㎥／ｄ 

佐世保 

山の田 佐世保川水系 佐世保川 表流水（ダム） ０．０７３ ６，３００ 

転 石 相浦川水系 久保仁田川 表流水（ダム） ０．０３１ ２，７００ 

菰 田 相浦川水系  小川内川 表流水（ダム） ０．１４６ １２，６００ 

相 当 相浦川水系   牟田川 表流水（ダム） ０．０６６ ５，７００ 

川 谷 相浦川水系   相浦川 表流水（ダム） ０．１５４ １３，３００ 

相浦川 相浦川水系   相浦川 表 流 水 ０．０５２ ４，５００ 

下の原 小森川水系  鷹の巣川 表流水（ダム） ０．１７１ １４，８００ 

川 棚 川棚川水系   川棚川 表 流 水 ０．１７３ １５，０００ 

小森川 小森川水系   小森川 表 流 水 ０．０２４ ２，１００ 

小      計 ０．８９０ ７７，０００ 

 

吉井 

御 橋 佐 々 川 御 橋 水 源 表 流 水 ０．０１６７ １，４４０ 

踊 瀬 
踊 瀬 ダ ム  吉 元 川 表 流 水 ０．０１３９ １，２００ 

踊 瀬 川 水 源 表 流 水 ０．００４６ ４００ 

小      計 ０．０３５２ ３，０４０ 

 

小佐々 

つづら 小佐々川水系 つづら川  表 流 水 ０．０２８６ ２，４７０ 

鎌 投 鎌 投 ・ 深 井 戸 地 下 水 ０．０１０４ ９００ 

平 原 平 原 ・ 深 井 戸 地 下 水 ０．００１７ １５０ 

楠 泊 祝ヶ浦・大野川・楠泊貯水池 表 流 水 ０．００５６ ４８０ 

小      計 ０．０４６３ ４，０００ 

 

江迎 

潜 竜 
第 2水源    江迎川 表 流 水 ０．００８１ ７００ 

第３水源 潜竜浄水場内 地 下 水 ０．００６８ ５９０ 

猪 調 第４水源    深井戸 地 下 水 ０．００１７ １５０ 

中 尾 第１水源    嘉例川 表 流 水 ０．０１２ ９９０ 

小      計 ０．０２８６ ２，４３０ 

 

合      計 １．０００１ ８６，４７０ 
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1.4.1.1 資料編（事業部編・水道）  
② 認可外施設 

区 分 名 称 水源・水系名河川名等 種別 
施設能力 

㎥／日 
備 考 

暫 定 川棚（暫定豊水） 川棚川水系 川棚川 表 流 水 ５，０００ 暫定豊水水利 

※暫定豊水水利：石木ダムが完成するまでの間、河川水が豊かな場合に限り暫定的に取水することができ

る水利権。 

予 備 

四  条  橋 相浦川水系 相浦川 表 流 水 １８，０００ 慣行水利 

三  本  木 相浦川水系 相浦川 表 流 水 ４，５００ 慣行水利 

岡   本 湧 水 湧   水 １，０００  

※慣行水利：河川法が施行される明治 29年以前から、社会的な承認の下に取水を行っていた事実につい

て既得権として認められた水利権 

 

 

岡本貯水池は日清戦争後、旧海軍によって農業用のため池を改造してつくられました。 

第 2 貯水池は、当時では珍しい円形の貯水池であり、海軍が高度な技術を擁していたことを窺い知る

ことができる大変貴重な施設です。現在は白仁田簡易水道、十文野専用水道、野中専用水道の水源となっ

ているほか、佐世保市の水道水にも使用しています。 

  

岡本水源地全景 第１貯水池取水塔 

  

第２貯水池 第 2貯水池建設の様子（明治33年ごろ） 

 

岡本貯水池 
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1.4.1.1 資料編（事業部編・水道）  
２ 貯水施設 

豊水時の水を貯留し、降水量の変動を吸収して、取水の安定を図る水道施設です。 

地 区 名称 外観 施設能力等 地 区 名称 外観 施設能力等 

佐世保 

北部 

山の田 

 

有効貯水量 
551,000 ㎥ 

 
許可取水量 

0.073 ㎥/s  
(6,300 ㎥/日) 

佐世保 

南部 
下の原 

 

有効貯水量 
2,182,000 ㎥ 

 

許可取水量 

0.171 ㎥/s 

(14,800㎥/日) 

転石 

 

有効貯水量 
233,000 ㎥ 

 

許可取水量 

0.031 ㎥/s 

(2,700 ㎥/日) 

吉 井 踊瀬 

 

有効貯水量 
48,000 ㎥ 

 

許可取水量 

0.0139 ㎥/s 

(1,200 ㎥/日) 

菰田 

 

有効貯水量 
1,462,000 ㎥ 

 

許可取水量 

0.146 ㎥/s 

(12,600㎥/日)) 

小佐々 

つづら 

 

有効貯水量 
86,000 ㎥ 

 

許可取水量 

0.0286 ㎥/s 

(2,470 ㎥/日) 

相当 

 

有効貯水量 
400,000 ㎥ 

 

許可取水量 

0.066 ㎥/s 

(5,700 ㎥/日) 

楠泊 

 

有効貯水量 
7,000 ㎥ 

 

計画取水量 

0.0056 ㎥/s 

(480 ㎥/日) 

川谷 

 

有効貯水量 
1,610,000 ㎥ 

※1 

許可取水量 

0.154 ㎥/s 

(13,300㎥/日)) 

    

※１川谷ダムは 5月1 日～9月30日の洪水警戒時の間、貯水容量1,350,000 ㎥となります。 
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＾ 1.4.1.1 資料編（事業部編・水道）  

３ 導水施設（導水管） 

取水施設を経た水を浄水場まで導く施設です。                （単位：ｍ） 

口径 

管轄 
φ50 φ65 φ75 φ100 φ125 φ150 φ200 φ250 φ300 

佐世保地区 0 0 0 310 0 2,044 2,231 0 8,340 

吉井地区 0 0 0 380 270 0 114 222 0 

小佐々地区 159 0 3,735 998 0 2,229 2,316 296 104 

江迎地区 0 0 2,097 119 0 0 492 0 0 

 

口径 

管轄 
φ350 φ400 φ450 φ500 φ600 φ700 φ800 合計 

佐世保地区 7,810 850 9,572 19,630 6,854 4,207 798 62,646 

吉井地区 0 0 0 0 0 0 0 986 

小佐々地区 0 0 0 0 0 0 0 9,837 

江迎地区 0 0 0 0 0 0 0 2,708 

 

４ 浄水施設 

水源から送られた原水を飲用に適するよう処理する施設です。 

地 区 名称 外観 ろ過方式 地 区 名称 外観 ろ過方式 

佐世保 

北部 

山の田 

 

膜ろ過 

公称能力 

50,600 ㎥/日 

吉 井 

御橋 

 

急速 

公称能力 

1,440 ㎥/日 

柚木 

 

急速 

公称能力 

14,000 ㎥/日 

踊瀬 

 

緩速 

公称能力 

1,200 ㎥/日 佐世保 

南部 
広田 

 

急速 

公称能力 

36,000 ㎥/日 
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1.4.1.1 資料編（事業部編・水道）  

 

地 区 名称 外観 ろ過方式 地 区 名称 外観 ろ過方式 

小佐々 

田原 

 

急速 
公称能力 

3,520 ㎥/日 

江迎 

江迎 

 

急速 
公称能力 

900 ㎥/日 

楠泊 

 

緩速 
公称能力 

480 ㎥/日 
潜竜 

 

緩速 
公称能力 

2,100 ㎥/日 

 

 

５ 送・配水施設 

各浄水施設において飲用に適するように作られた浄水を使用者の皆様へお送りする施設です。 

① 送水管路                               （単位：ｍ） 

口径 

管轄 
φ50 φ75 φ100 φ125 φ150 φ200 φ250 φ300 

佐世保地区 10,077 24,784 9,691 0 20,830 6,122 9,320 6,607 

吉井地区 5,792 5,267 3,785 0 1,263 274 0 0 

小佐々地区 4,369 648 2,085 512 388 5,202 808 0 

江迎地区 3,635 6,021 378 0 350 40 0 0 

 

口径 

管轄 
φ350 φ400 φ450 φ500 φ600 φ700 φ800 合計 

佐世保地区 19,113 1,296 305 82 28 0 0 108,255 

吉井地区 0 0 0 0 0 0 0 16,381 

小佐々地区 0 0 0 0 0 0 0 14,012 

江迎地区 0 0 0 0 0 0 0 10,424 
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1.4.1.1 資料編（事業部編・水道）  

② 配水管路                               （単位：ｍ） 

口径 

管轄 
φ50 φ75 φ100 φ125 φ150 φ200 φ250 φ300 

佐世保地区 239,579 103,646 213,743 0 263,667 86,058 55,502 22,210 

吉井地区 19,649 29,676 8,940 0 6,144 2,598 644 0 

小佐々地区 11,114 23,050 12,756 6 8,991 4,762 505 0 

江迎地区 16,575 26,220 18,257 0 14,247 2,317 0 0 

 

口径 

管轄 
φ350 φ400 φ450 φ500 φ600 φ700 φ800 合計 

佐世保地区 30,620 13,961 11,518 8,276 8,548 6,653 7,120 1,071,101 

吉井地区 219 0 0 0 0 0 0 67,870 

小佐々地区 0 0 0 0 0 0 0 61,184 

江迎地区 0 0 0 0 0 0 0 77,616 

 

③ 送・配水施設 

地   区 ポンプ所箇所数 配水池箇所数 

佐世保地区 77 箇所 127 箇所 

吉井地区 17 箇所 13 箇所 

小佐々地区 19 箇所 16 箇所 

江迎地区 12 箇所 13 箇所 
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1.4.1.2 資料編（事業部編・簡易水道）  

本市は、山からすぐ海に臨んでおり、平坦地に乏しく、地形的に給水条件の困難箇所があります。 

したがって、給水困難な農山村については簡易水道事業及び飲料水供給施設事業により水道水の供給が行われ

ています。 

 

１ 簡易水道事業 

本市は、下記の地区を簡易水道事業として運営しています。 

① 佐世保地区 

No 名称 
一日最大給水量 

No 名称 
一日最大給水量 

計画 
実績 

(H27年度) 
計画 

実績 
(H27年度) 

１ 白仁田簡易水道 40㎥ 79㎥ ７ 東下岳簡易水道 26㎥ 26㎥ 

２ 黒島本村地区簡易水道 40㎥ 45㎥ ８ 平松簡易水道 109㎥ 172㎥ 

３ 田代簡易水道 30㎥ 60㎥ ９ 潜木・戸平田地区簡易水道 93㎥ 137㎥ 

４ 上原・桑木場地区簡易水道 24㎥ 40㎥ 10 下宇戸・川谷地区簡易水道 48㎥ 66㎥ 

５ 赤木簡易水道 64㎥ 99㎥ 11 筒井・西下岳地区簡易水道 52㎥ 31㎥ 

６ 上木場簡易水道 70㎥ 83㎥ 12 弓張・高筈地区簡易水道 77㎥ 170㎥ 

 

② 世知原地区 

No 名称 
一日最大給水量 

計画 実績(H27年度) 

１ 世知原地区簡易水道 1,385㎥ 1,911㎥ 

２ 上野原地区簡易水道 104㎥ 118㎥ 

 

③ 宇久地区 

No 名称 
一日最大給水量 

計画 実績(H27年度) 

１ 平地区簡易水道 1,450㎥ 1,618㎥ 

２ 神浦地区簡易水道 700㎥ 1,030㎥ 

３ 北部地区簡易水道 310㎥ 458㎥ 

 

④ 小佐々地区 

No 名称 
一日最大給水量 

計画 実績(H27年度) 

１ 矢岳地区簡易水道 204㎥ 290㎥ 

 

⑤ 鹿町地区 

No 名称 
一日最大給水量 

計画 実績(H27年度) 

１ 鹿町北部地区簡易水道 1,160㎥ 1,558㎥ 

２ 船ノ村地区簡易水道 93㎥ 142㎥ 

３ 歌ヶ浦地区簡易水道 786㎥ 730㎥ 

４ 神林地区簡易水道 298㎥ 481㎥ 
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1.4.1.2 資料編（事業部編・簡易水道）  

２ 飲料水供給施設事業 

本市は、下記の地区を飲料水供給施設事業として運営しています。 

No 名称 
一日最大給水量 

計画 実績(H27年度) 

１ 上開作飲料水供給施設 16㎥ 41㎥ 

２ 下開作飲料水供給施設 26㎥ 50㎥ 

 

 

【用語説明】 

本資料中（水道）の用語の意味を記載しております。 

用語 内 容 

人 口 佐世保市内の住民基本台帳の人口。 

給   水   人   口 
給水区域内に居住し、水道により給水を受けている人口をいう。 

ただし、給水区域外からの通勤者や観光客は給水人口に含まれない。 

普    及    率 人口に対する給水人口の割合。 普及率＝給水人口÷給水区域内人口 

給   水   戸   数 給水契約の対象となっている戸数。 

総  給  水  量 給水区域に対して給水した実績水量をいう。 

有  収  水  量 料金徴収の基礎となった水量。 

一  日  平  均  給  水  量 総給水量を３６５日（うるう年は３６６日）で除したもの。 

有    収    率 総給水量に対する有収水量の割合。 有収率＝有収水量÷総給水量 

配  水  管  
配水本管と配水支管からなる。配水本管は、配水支管へ浄水を輸送する役割をも

ち、配水支管は、本管から受けた浄水を給水管に分岐する役割をもつ。 

職    員    数 水道事業に係る職員の数をいう。 

供   給   単   価 有収水量１㎥あたりの収益（収入）をいう。 

給   水   原   価 有収水量１㎥あたりの費用（支出）をいう。 

有 効 無 収 水 量 使用上無効と見られる水量のこと。無収水量ともいう。 

有 効 水 量 総給水量のうち、漏水等を除いて有効に利用された水量。 

有 効 率 総給水量に対する有効水量の割合。 有効率＝有効水量÷総給水量 

漏  水  量 配水本支管及び水道メーター上流の給水管から漏れている水のこと。 

簡 易 水 道 事 業 
計画給水人口が 5,000 人以下である水道によって水を供給する水道事業をいう。

（水道法 3 条 3 項） 

飲 料 水 供 給 施 設 

給水人口が 100 人以下の地域において、人の飲用に供する水を供給する施設等の

総体をいう。計画給水人口が 100 人以下であるため、水道法に基づく水道事業に

は該当しない。主に他の水道給水区域と離れているなど、他の水道に接続してい

ないため、その区域のみに水道を供給する必要がある場合に設置される。 

参考文献 日本水道協会編「水道用語辞典 第二版」 
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1.4.1.3 資料編（事業部編・水質）  

水道水の水質は、水道法に定められた水質基準を満たしていなければなりません。水道局では、皆さんに安

全な水道水を提供するため水質検査計画を策定し、様々な検査を行っています。 

 

（基本方針） 

① 水質検査は、浄水場の系統を代表する給水栓(蛇口)、浄水場の入口である貯水池・河川水などの原水で行

いました。 

② 水質検査は、水道法で義務づけられている項目（51 項目）および水質管理上必要と判断される項目につ

いて行いました。 

③ 検査頻度は、水源の種類、検査項目のこれまでの状況などを考慮して定めました。 

④ 佐世保地区・吉井地区・小佐々地区・江迎地区・鹿町地区・簡易水道の一部（白仁田、黒島）については、

検査機器の整備上、自己検査（25 項目）と検査機関委託(厚生労働大臣の登録を受けた検査機関)（26 項

目）に分けて行っています。世知原地区・宇久地区、簡易水道（10 か所）については全項目を検査機関

に委託し、水道水の安全性の確保に努めています。 

 

 

（水質検査計画の策定・公表） 

水質検査計画は毎年度、水質などの状況に応じて策定し、ホ

ームページで公表しています。（策定の際には、市民の皆さん

の意見を募集します。） 

 

 

 

（平成２７年度の水質検査概要） 

 水道局では、水道法に基づき、水質検査を行っております。

詳細な水質検査結果についてはホームページにて公表しております。検査概要は、以下の通りです。 

 

①毎月検査：おおむね１か月に１回以上行う項目検査（水質基準の基本的項目等 11 項目） 

②４回/1 年検査：おおむね３か月に１回以上行う項目検査（22 項目） 

③1 回/1 年検査、１回/3 年検査：一定の条件を満たし、省略が可能とされる項目検査（18 項目） 

 ※平成 27 年度の水道水定期水質検査を行った項目について、水道水質基準を超過した項目はありません

でした。 

 

その他の検査として 

毎日検査：色、濁り、残留塩素（佐世保市内 124 か所）などを行っています。 
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1.4.2.1 資料編（経営管理部編・料金）  

１ 水道料金表（２か月料金）          ※下記料金表により算出した額に別途消費税等を加算  

用途別 
基本料金 超過料金(1 ㎥につき) 

基本水量 金額 水量 金額 

一
般 

20 ㎥まで 2,968 円 20 ㎥を超え 40 ㎥まで 233 円 

ただし、 

使用水量が 10 ㎥以下の場合は、 

1,728 円となります。 

40 ㎥を超え 100 ㎥まで 253 円 

100 ㎥を超え 200 ㎥まで 273 円 

200 ㎥を超え 400 ㎥まで 302 円 

400 ㎥を超え 1,000 ㎥まで 305 円 

1,000 ㎥を超え 2,000 ㎥まで 309 円 

2,000 ㎥を超えるもの 312 円 

公衆浴場 200 ㎥まで 7,846 円 200 ㎥を超えるもの 60 円 

私設消火栓 
演習 1 回 

(10 分間以内)につき 

2,935 円   

算出方法（例）2 か月で50 ㎥使用した場合（消費税込み） 

 

（ ２，９６８円 ＋ （20 ㎥×２３３円）＋（10 ㎥×253 円） ）×1.0８ ＝ １０，９７０円 

（20 ㎥までの基本料金）             （超過料金）            （消費税の加算） 

 

 

 

２ 水道料金収入状況（税抜き）                         （単位：円） 

区       分 平成 25 年度決算 平成 26 年度決算 平成 27 年度決算 

一       般 5,742,528,062 5,594,652,590 5,574,342,122 

公  衆  浴  場 399,972 399,912 384,700 

私 設 消 火 栓 5,870 5,870 5,870 

合  計 5,742,933,904 5,595,058,372 5,574,732,692 
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1.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

佐世保市水道事業損益計算書（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで） 

当年度事業の経営成績を表したものが損益計算書です。経営成績とは、結果として一年間にどのくらい利益を

出したのか、損失が生じたのかを表現しています。 

水道事業収益（営業収益＋営業外収益＋特別利益）―水道事業費用（営業費用＋営業外費用＋特別損失） 

＝利益（黒字）または 損失（赤字） 

1 営業収益 円 円 円 

 （１）給水収益 5,574,732,692   

 （２）加入金 53,430,000   

 （３）受託工事収益 3,521,210   

 （４）その他営業収益 58,955,694 5,690,639,596  

2 営業費用 円 円 円 

 （１）原水費 217,430,776   

 （２）浄水費 727,098,159   

 （３）配給水費 1,214,262,317   

 （４）受託工事費 3,521,210   

 （５）業務費 349,921,024   

 （６）総係費 391,486,910   

 （７）減価償却費 2,093,166,196   

 （８）資産減耗費 64,380,468 5,061,267,060  

 営業利益   629,372,536 

3 営業外収益 円 円 円 

 （１）受取利息及び配当金 1,043,652   

 （２）他会計補助金 53,953,431   

 （３）国庫補助金 606,455,724   

 （４）長期前受金戻入 49,479,984 710,932,791  

 （５）雑収益 1,043,652   

4 営業外費用 円 円 円 

 （１）支払利息及び企業債取扱諸費 616,008,636   

 （２）雑支出 20,504,875 636,513,511 74,419,280 

 経常利益   703,791,816 

5 特別利益 円 円 円 

 （１）固定資産売却益 1,134,805   

 （２）過年度損益修正益 3,762   

 （３）引当金戻入益 2,617,107   

 （４）その他特別利益 20,135,147 23,890,821  
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1.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

 

6 特別損失 円 円 円 

 （１）過年度損益修正損 1,150,091 1,150,091 22,740,730 

 当年度純利益   726,532,546 

 前年度繰越利益剰余金   0 

 その他未処分利益剰余金変動額   111,727,577 

 当年度未処分利益剰余金   838,260,123 
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1.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

佐世保市水道事業損益計算書（平成２５年度～平成２７年度） 

 

  

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

金額（円） 

構成

比率 

(％） 

金額（円） 

構成 

比率 

(％) 

金額（円） 

構成

比率 

(％) 

水道事業収益 6,225,456,634 100.0 7,025,943,852 100.0 6,425,463,208 100.0 

営業収益 5,859,873,737 94.1 5,697,636,021 81.1 5,690,639,596 88.6 

給水収益 5,742,933,904 92.3 5,595,058,372 79.7 5,574,732,692 86.8 

加入金 56,210,000 0.9 37,800,000 0.5 53,430,000 0.8 

受託工事収益 2,981,195 0.0 6,339,529 0.1 3,521,210 0.1 

その他営業収益 57,748,638 0.9 58,438,120 0.8 58,955,694 0.9 

営業外収益 365,582,897 5.9 867,212,130 12.3 710,932,791 11.0 

受取利息及び配当金 1,739,285 0.0 1,583,681 0.0 1,043,652 0.0 

他会計補助金 332,715,283 5.4 247,142,430 3.5 53,953,431 0.8 

国庫補助金 － － 2,564,000 0.0 － － 

長期前受金戻入 － － 547,585,188 7.8 606,455,724 9.4 

雑収益 31,128,329 0.5 68,336,831 1.0 49,479,984 0.8 

特別利益 － － 461,095,701 6.6 23,890,821 0.4 

水道事業費用 5,207,328,662 100.0 7,030,364,275 100.0 5,698,930,662 100.0 

営業費用 4,496,541,871 86.3 4,670,774,257 66.4 5,061,267,060 88.8 

原水費 246,873,006 4.7 220,448,055 3.1 217,430,776 3.8 

浄水費 682,312,195 13.1 728,232,679 10.4 727,098,159 12.8 

配給水費 1,141,254,106 21.9 1,183,518,763 16.8 1,214,262,317 21.3 

受託工事費 2,981,195 0.1 6,339,529 0.1 3,521,210 0.1 

業務費 309,772,402 5.9 342,599,116 4.9 349,921,024 6.1 

総係費 338,194,939 6.5 284,436,880 4.0 391,486,910 6.9 

減価償却費 1,744,290,365 33.5 1,823,235,505 25.9 2,093,166,196 36.7 

資産減耗費 30,863,663 0.6 81,963,730 1.2 64,380,468 1.1 

営業外費用 696,740,292 13.4 686,257,593 9.8 636,513,511 11.2 

支払利息及び企業債取扱諸費 656,993,269 12.6 637,331,073 9.1 616,008,636 10.8 

雑支出 39,747,023 0.8 48,926,520 0.7 20,504,875 0.4 

特別損失 14,046,499 0.3 1,673,332,425 23.8 1,150,091 0.0 

当年度純利益（△純損失） 1,018,127,972  △4,420,423  726,532,546  
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1.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

佐世保市水道事業貸借対照表（平成２８年３月３１日） 

事業の財政状態（資金の外部調達（負債・資本）と、調達した資金の投資・運用状況（資産））を表す表です。 

資  産  の  部 

１固定資産   円 円 

（１）有形固定資産   60,513,991,111  

（２）無形固定資産   519,653,500  

（３）投資その他の資産   267,000,000  

 固定資産合計    61,300,644,611 

２流動資産   円 円 

（１）現金預金   5,220,135,829  

（２）未収金   324,765,671  

（３）有価証券   600,000  

（４）貯蔵品   31,825,892  

 流動資産合計    5,577,327,392 

 資産合計（１＋２）    66,877,972,003 

負  債  の  部 

３固定負債   円 円 

（１）企業債   26,401,032,634  

（２）他会計借入金   320,000,000  

（３）リース債務   297,757  

（４）引当金   1,177,323,994  

 固定負債合計    27,898,654,385 

４流動負債   円 円 

（１）企業債   1,693,260,075  

（２）他会計借入金   40,000,000  

（３）リース債務   332,256  

（４）未払金   934,321,868  

（５）引当金   274,293,198  

（６）その他流動負債   24,174,171  

流動負債合計    2,966,381,568 

５繰延収益   円 円 

（１）長期前受金   22,892,870,835  

収益化累計額   △10,325,153,567  

繰延収益合計    12,567,717,268 

負債合計（３＋４＋５）    43,432,753,221 
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1.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  
 

資  本  の  部 

６資本金   円 円 

（１）資本金   20,562,030,762  

 資本金合計    20,562,030,762 

７剰余金   円 円 

（１）資本剰余金   2,044,927,897  

（２）利益剰余金   838,260,123  

 剰余金合計    2,883,188,020 

 資本合計（６＋７）    23,445,218,782 

 負債資本合計（３＋４＋５＋６＋７）  66,877,972,003 

資産合計（66,877,972,003）＝負債資本合計（66,877,972,003）となることからバランスシートといいます。 
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1.4.3 水道事業業務実績  
１ 水道事業業務実績 

※有収水量については、上段は「水道料金の対象となった水量＋消防用水量」、下段は「水道料金の対象となった水量」を記載している。 

２ 配水状況 

年度 

項目 
２５ ２６ ２７ 

配   水    量 (千㎥) 29,852 28,994 29,267 

年
間
有
効
水
量 

有 収 水 量 (千㎥) 25,554 24,927 24,851 

％ 85.6 86.0 84.9 

有 効 無 収 水 量 (千㎥) 735 711 993 

％ 2.5 2.5 3.4 

有   効   率 (％) 88.1 88.4 88.3 

無効

水量 

漏 水 量 等 (千㎥) 3,563 3,356 3,423 

％ 11.9 11.6 11.7 

 

年度 

項目 
２５ ２６ ２７ 

人     口 (人) 260,084 258,132 256,504 

給  水  人  口 (人) 254,812 252,909 251,515 

普   及   率 (％) 98.0 98.0 98.1 

給  水  戸  数 (戸) 118,650 118,889 119,449 

総  給  水  量 (㎥) 29,852,149 28,993,842 29,266,792 

有  収  水  量 (㎥) 
25,554,269 

25,552,765 

24,927,305 

24,925,628 

24,850,572 

24,849,561 

（ 一 般 家 庭 用 ） (㎥) 17,731,430 17,336,206 17,306,308 

（ 官 公 署 用 ） (㎥) 2,158,893 2,130,258 2,139,142 

（ 学 校 用 ） (㎥) 602,564 583,352 581,590 

（ 病 院 用 ） (㎥) 805,669 786,493 782,232 

（ 事 務 所 用 ） (㎥) 347,406 338,163 342,809 

（ 営 業 用 ） (㎥) 2,648,008 2,588,529 2,623,774 

（ 工 場 用 ） (㎥) 1,238,112 1,141,011 1,045,751 

（ そ の 他 ） (㎥) 20,683 21,616 27,955 

一 日 最 大 給 水 量 (㎥) 92,114 88,810 126,251 

一 日 平 均 給 水 量 (㎥) 81,787 79,435 79,964 

有    収    率 (％) 85.6 86.0 84.9 

配 水 管 延 長 (ｍ) 1,975,932 1,978,650 1,984,017 

職   員   数 (人) 169 172 169 

供  給  単  価 (円) 224.75 224.47 224.34 

給  水  原  価 (円) 203.12 192.70 204.74 
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2.1 事 業 沿 革  
１ 佐世保市下水道のあゆみ 

① 下水道の創設 

本市の下水道事業は、昭和２１年度から戦災復興土地区画整理事業の一環として合流式

（汚水・雨水を一緒に流す方式）として計画されましたが、昭和２３年の集中豪雨により従

来の計画を見直し、汚水と雨水を分離する分流式としました。昭和２４年度に認可を受け事

業に着手し、昭和３６年９月に供用を開始しました。 

 

② 事業経過 

本市の公共下水道は、地勢の関係から市の中心部並びに日宇、早岐地区等を含む中部処理

区、相浦川流域を主体とした西部処理区、ハウステンボス地区の針尾処理区、江迎川流域を

主体とした江迎処理区の４処理区とし、処理区毎に下水処理場を配置して公共下水道の整備

を進めています。 

また、整備の進捗状況等を勘案し、段階的に整備区域の拡大を図ることとしています。 

 

下水道法事業計画の認可等年月日 計画及び計画変更の概要 

昭和 24 年 7 月 26 日 分流式の採用 

昭和 38 年 5 月 28 日 処理区域の拡張、計画処理人口の変更等 

昭和 38 年 12 月 9 日 終末処理場の計画変更 

昭和 46 年 12 月 13 日 処理区域の拡張、計画処理人口の追加等 

昭和 49 年 12 月 12 日 処理区の追加 

昭和 51 年 8 月 4日 処理施設内設備、管渠の変更 

昭和 53 年 10 月 6 日 処理施設の計画変更 

昭和 55 年 7 月 24 日 事業年度の延長、幹線の変更等 

昭和 57 年 10 月 13 日 処理地区、施設の追加、排水区の追加 

昭和 61 年 3 月 5日 処理区域の拡張、施設追加 

平成 1年 5月 11 日 処理区域の拡張、計画処理人口、計画処理能力の変更 

平成 3年 10 月 8日 処理区域の拡張、処理分区の追加、施設の変更・廃止 

平成 5年 3月 22 日 汚泥処分法の変更 

平成 6年 11 月 28 日 雨水幹線管渠の変更 

平成 10 年 3 月 27 日 処理区域の拡張、処理分区、施設の追加 

平成 13 年 8 月 8日 処理区域の拡張、処理区、施設の追加、再生水利用区域の追加 

平成 17 年 6 月 14 日 排水区、施設の追加 

平成 19 年 9 月 18 日 全体計画フレーム等の見直し、処理分区、施設の変更追加 

平成 21 年 1 月 30 日 雨水幹線の追加及び廃止、排水区、施設の追加 

平成 22 年 6 月 22 日 施設、下水放流地点の変更 

平成 23 年 3 月 24 日 再生水利用施設の追加、雨水調整池の変更 

平成 26 年 2 月 21 日 処理区域の拡張、処理施設の変更・追加、管渠の変更 
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2.1 事 業 沿 革  

③ 佐世保市上下水道ビジョン） 

平成２０年４月に水道事業及び下水道事業のマスタープランとなる「佐世保市上下水道ビ

ジョン」を策定しました。これは、国のビジョンや本市の第6次総合計画を踏まえて基本理

念を示しています。 

 

基本理念 

「信頼される水道及び下水道を次の１００年へ」 

 

佐世保市上下水道ビジョンのうち下水道事業に関して、基本理念を元に基本方針を示して

おります。 

 

基本方針 

「暮らしを支え、快適な環境をつくる下水道」 

「環境に配慮した下水道」 

 

佐世保市水道局では、上記を基本理念として掲げ、基本方針を基に現実の問題・課題に対

応しております。 

 

 

 

限られた予算を有効に活用するため、下水道事業の根幹をなす「下水の安定処理」につなが

る施策を集中的に進めることを基本姿勢とし、毎年度見直しを行う実施計画（アクションプラ

ン）に基づき、PDCA サイクルによる着実かつ効率的な事業推進を図ることとしています。 
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2.2 平成 27 年度事業概況  

本年度も、「暮らしを支え、快適な環境をつくる下水道」「環境に配慮した下水道」の基本方

針をふまえて、下水道の普及拡大及び老朽化施設の改築・更新等を実施しました。主な事業概

況は次のとおりです。 

 

１ 排水状況 

有収排水量は、13,531,106 ㎥で、前年度13,332,685 ㎥と比べ 198,421 ㎥（1.5％）

増加しました。 

 

２ 下水道普及促進 

  次のとおり各処理区において管渠を布設しました。 

① 補助事業 

 ・中部処理区（有福・広田・早岐・船越地区）  延長２,８０９ｍ 

・西部処理区（相浦・新田・日野地区）     延長２,９０４ｍ 

・江迎処理区                 延長２２９ｍ 

 

② 単独事業 

・中部処理区  延長４,３９３ｍ 

・西部処理区  延長１,３３４ｍ 

・江迎処理区  延長１７１ｍ 

 

 

  

【開削工法による工事】 【推進工法による工事】 
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2.2 平成２７年度事業概況  
③ 老朽化施設の更新、機能向上 

中部下水処理場において、送風機設備及び脱硫塔設備を更新し、消化ガス発電設備の建設 

が完了しました。 

 

 

３ 水洗便所改造等融資資金利子補給制度） 

※平成22年度から、水洗便所改造等に係る融資資金の利子補給制度を実施しております。 

【水洗便所改造等融資資金にかかる利子補給制度概要・イメージ図】 

水洗便所改造等融資資金にかかる利子補給制度 

（Ｈ２２.４.１以降） 

公共下水道の処理区域内において、既設の便所を水

洗便所に改造するために要する費用を水道局の取扱

金融機関等から融資を受け、その融資金を完済した場

合、支払利息を補給する制度です。 

 

 

 

 

 

 

 【送風機設備】  【脱硫塔設備】 

  

 

 

 

 【消化ガス発電設備】  
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2.2 平成２７年度事業概況  

 

４ 経営状況 

  事業収益は、4,659,276千円で前年度4,928,897千円に比べ、269,621千円（5.5％）

減少しました。これは、前年度において地方公営企業会計制度見直しにより、その他特別利益

において、修繕引当金の取崩し 293,006 千円を計上していたものが皆減となったことなど

によるものです。 

また、事業費用は、4,420,016 千円で前年度 4,916,668 千円に比べ、496,652 千円

（10.1％）減少しました。これは、前年度において地方公営企業会計制度見直しにより、そ

の他特別損失において退職給付引当金などの引当により 493,863 千円を計上していたもの

が皆減となったことなどによるものです。 

以上の結果、事業収益から事業費用を差し引いた収支差し引きは 239,260 千円の純利益

を生じました。 

 

 

2.3 平成 2７年度主な出来事  

 

９月 

 

 

 

 

 

1 日～10 日下水道週間 

下水道普及促進のため広報活動を行いました。 

・下水道普及促進啓発のぼりの掲示 

・下水道普及促進啓発横断幕の歩道橋への掲示 

・広報車両による下水道普及促進 

・パネル展示（9/1～9/10） 

 

 
10 日排水設備普及促進功労表彰式  

第 55 回「下水道の日」に併せ、下水道の普及促進に

貢献した指定工事店の表彰を行いました。 

（表彰対象業者） 

 ・エコ・クリーン株式会社 

・有限会社福田工業 

・有限会社荒浜工業 
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2.4.1.1 資料編（事業部編・下水道）  
１ 下水処理場 

佐世保市には４つの下水処理場があります。下水処理場は、汚水を処理し、河川、海（公共の水域又は海

域）へ放流するための施設です。 

名称 外観 処理能力 名称 外観 処理能力 

中部下水処

理場 

 

65,400 ㎥/日 

(事 業 計 画 数 値 ) 

針尾下水処

理場 

 

3,400 ㎥/日 

(事 業 計 画 数 値 ) 

江迎浄化セ

ンター 

 

1,200 ㎥/日 

(現有能力数値) 

西部下水処

理場 

(平成22年4

月 2 日供用

開始) 

 

5,200 ㎥/日 

(現有能力数値) 

 

２ 中継ポンプ場 

中継ポンプ場は下水をポンプ設備で圧送する施設です。ポンプ設備以外にも、ゴミを取り除く設備や臭気

を除去する設備などを有しています。 

名称 外観 送水能力 名称 外観 送水能力 

平瀬ポンプ

場 

 

(中部処理区) 

 

54,720 ㎥/日 

大塔ポンプ

場 

 

(中部処理区) 

 

13,133 ㎥/日 

天神ポンプ

場 

 

(中部処理区) 

 

3,888 ㎥/日 

船越ポンプ

場 

 

(中部処理区) 

 

3,283 ㎥/日 

鹿子前ポン

プ場 

 

(中部処理区) 
 

3,744 ㎥/日 

立神ポンプ

場 

 

(中部処理区) 
 

4,864 ㎥/日 

長坂汚水中

継ポンプ場 

 

(江迎処理区) 
 

1,872 ㎥/日 

北平汚水中

継ポンプ場 

 

(江迎処理区) 
 

1,440 ㎥/日 
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2.4.1.1 資料編（事業部編・下水道）  
２-２ 中継ポンプ場（小規模ポンプ場） 

 

 

① コンパクト型ポンプ場 ② マンホール形式ポンプ場 

ポンプ設備以外の機器を、最小限に減らした比較

的小規模のポンプ場です。 

  下水を送水するために必要なポンプ設備

のみを持った、最も小規模なポンプ場です。 

処理区 名称  処理区 箇所数 

中部処理区 
クレールの丘１号中継ポンプ場及びク

レールの丘２号中継ポンプ場の 2箇所 

 
中部処理区 ４２箇所 

針尾処理区 中継ポンプ場４箇所   西部処理区 １２箇所 

   江迎処理区 １１箇所 

 

 

下水道の整備で快適なくらし 

 

生
活
環
境
の
向
上 

河
川
の
浄
化 
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2.4.1.1 資料編（事業部編・下水道）  
３ 水洗化の普及促進 

  公共下水道が整備され、使用可能となった処理区域内では、遅滞なく公共下水道へ下水を排除するため、

くみ取り便所を水洗便所に改造するなど、排水設備の設置が下水道法等によって義務付けられております。 

  本市においては、水洗化の促進を図るため、公共下水道の整備と同時に排水設備の設置を促すことはもと

より、水洗化期限（公共下水道の整備から３年以内）の到来した未水洗家屋等に対し、戸別訪問による指導

を行っているほか、下水道について市民の関心と理解を深めてもらうため、あらゆる機会を利用してＰＲを

行う等、普及促進に努めております。 

 

４ 排水設備普及状況 

                年度 

 区分 
2５年度 2６年度 2７年度 

戸    

数 

①処理区域内戸数

(戸) 

中部 62,019 62,574 63,817 

西部 3,884 4,306 4,927 

針尾 347 347 349 

江迎 1,446 1,539 1,534 

計(A) 67,696 68,766 70,627 

②水洗化戸数 

(戸) 

中部 56,992 57,742 58,743 

西部 2,369 2,671 3,125 

針尾 347 347 349 

江迎 1,060 1,100 1,170 

計(B) 60,768 61,860 63,387 

人 
 

 
 

口 

③行政区域内人口(人)（C） 260,084 258,132 256,504 

④処理区域内人口

(人) 

中部 134,117 132,607 131,839 

西部 8,961 9,866 10,854 

針尾 640 620 601 

江迎 3,321 3,521 3,497 

計(D) 147,039 146,614 146,791 

⑤水洗化人口 

(人) 

中部 123,346 122,514 121,416 

西部 5,667 6,310 7,211 

針尾 640 620 601 

江迎 2,455 2,553 2,701 

計 132,108 131,997 131,929 

⑥普及率(％)（D/C） 56.54 56.80 57.23 

⑦水洗化率(％)（B/A） 89.77 89.96 89.75 
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2.4.1.2 資料編（事業部編・再生水）  
１ 再生水の利用 

循環型社会の形成という面から、下水処理水の再利用を促進し、再生水として水の有効利用を進めていま

す。再生水は佐世保駅周辺やハウステンボス周辺に供給しています。 

名称 外観 施設内部 処理能力 

再生水処理施設 

(中部下水処理場) 

  

500㎥/日 

    

    

（再生水処理施設  フローシート） 
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2.4.1.2 資料編（事業部編・再生水）  
 

名称 外観 施設内部 処理能力 

再生水処理施設 

(針尾下水処理場) 

  

３，４００㎥

/日 

    

    

（再生水処理施設  フローシート） 
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2.4.1.3 資料編（事業部編・水質）  

水道局では、各家庭や事業所から排出された下水を、市内４か所の下水処理場で処理しています。 

下水処理場への流入水と下水処理場から公共用水域への放流水、および下水処理工程を管理するために水質

検査・汚泥検査をおこなっています。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流入水は微生物を利用した活性汚泥法により適切に処理しています。 

放流水は法律で水質基準が定められており、定期的な検査を行って周辺環境の水質保全に努めています。 

 

平成２７年度 中部下水処理場放流水の水質検査実績（年間平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記表上の各項目はどれも水の汚れ具合を表すもので、pH を除いて、値が低いほど水がきれいである

と言えます。 

 

また、再生水についても佐世保市再生水事業実施要綱により水質基準が定められており、水質基準に適合し

ているか検査を行っています。 

 

 

 

項目 放流水 放流基準（単位） 

ｐＨ （水素イオン濃度） 7.0 5.8～8.6 

SS （浮遊物質量） ３ 40 （mg/ℓ） 

BOD（生物化学的酸素要求量） 4.4 15 （mg/ℓ） 

T-N 全窒素 24 ６０ （mg/ℓ）（日間平均） 

T-Ｐ 全りん 1.4 8 （mg/ℓ）（日間平均） 

大腸菌群数 100未満 3,000 （個／c ㎥） 

流入水等検査  

 

 

 

 

 

 

 

放流水等検査 
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2.4.2.1 資料編（経営管理部編・使用料及び負担金）  

１ （２か月料金）        ※下記料金表により算出した額に別途消費税等を加算 

種別 
基本使用料 超過使用料(1 ㎥につき) 

基本排除汚水量 金額 排除汚水量 金額 

一
般
汚
水 

20 ㎥まで 1,856 円 20 ㎥を超え 40 ㎥まで 131 円 

ただし、 

排除汚水量が 10 ㎥以下の場合は、 

1,426 円となります。 

 

40 ㎥を超え 100 ㎥まで 160 円 

100 ㎥を超え 200 ㎥まで 202 円 

200 ㎥を超えるもの 227 円 

公衆浴場汚水 1 ㎥につき 5 円 

算出方法（例）2か月で50 ㎥使用した場合（消費税込み） 

 （ 1,856円 ＋ （20 ㎥×131円）＋（10 ㎥×１６０円） ）× 1.0８ ＝ 6,５６２円 

（20 ㎥までの基本使用料）          （超過使用料）             （消費税の加算） 

 

２ 下水道事業受益者負担金制度 

 ① 受益者負担金とは  

衛生的で住みよい環境をつくるために 

は、公共下水道の整備を急がなければな 

りません。しかし、公共下水道を整備す 

るためには、多くの建設資金と長い年月 

を要します。下水道施設は道路や公園の 

ようにだれもが利用できるものではなく、 

限られた区域の人しか利用できません。 

 この下水道を、市民のみなさんからい 

ただく税金だけでつくったのではまだ整 

備されていない区域に住んでいる方々にとって、大変不公平になります。そこで、公共下水道の整備によ

ってその利用を受ける区域の土地所有者などのみなさんに事業費の一部を負担していただき、下水道を一

日も早く整備しようというのが受益者負担金の制度です。 

   本市では、昭和３７年度までに下水道施設の整備が完了した１０２．０８ｈａ区域に対し、昭和３８年

度から下水道受益者負担金の賦課徴収を開始しました。 

   現在は、昭和４７年１０月佐世保都市計画下水道事業受益者負担に関する条例（４７年条例第４３号）

に基づいて負担していただいております。 
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2.4.2.1 資料編（経営管理部編・使用料及び負担金）  
② 負担金の額および実績 

（江迎負担区以外） 

負担区の負担金の総額＝当該負担区×受益者の土地面積  

負担区（主な地区） 
１㎡あたり 

負担金 
負担区（主な地区） 

１㎡あたり

負担金 

第１負担区（旧市街地） 106 円 第５負担区（もみじが丘・大塔地区） 460 円 

第２負担区（旧市街地の周辺地区） 161 円 第６負担区（早岐・広田・船越地区） 465 円 

第３負担区（鹿子前地区） 310 円 第７負担区（有福・相浦・日野地区） 465 円 

第４負担区（天神・黒髪・日宇地区） 400 円   

※負担金額の算定については、事業に要する経費を根拠としています。従って、負担金額は一律のものと

して算定するのではなく、事業実施年度や地域の状況により、市内を幾つかの区域に分割し、それぞれ

の区域について負担金を決定するという方法をとっています。 

 

（平成２７年度賦課実績） 

総  地  積 賦 課 地 積 調  定  額 

280,448 ㎡ 220,190 ㎡ 128,458,480 円 

 

（江迎負担区） 

受益者が保管する市の水道メーター口径に応じ、下表に定める額 

水道メーター口径 金額 

20 ミリメートル以下 100,000 円 

25 ミリメートル 174,000 円 

30 ミリメートル 275,000 円 

40 ミリメートル 565,000 円 

50 ミリメートル 988,000 円 

75 ミリメートル以上 2,723,000 円 

 

（平成２７年度賦課実績） 

賦 課 件 数 調  定  額 

333 件 7,160,600 円 
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2.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

 

佐世保市下水道事業損益計算書（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで） 

当年度事業の経営成績を表したものが損益計算書です。経営成績とは、結果として一年間にどのくらい利益を

出したのか、損失が生じたのかを表現しています。 

 

下水道事業収益（営業収益＋営業外収益＋特別利益）―下水道事業費用（営業費用＋営業外費用＋特別損失） 

＝利益（黒字）または 損失（赤字） 

 

1 営業収益 円 円 円 

 （１）下水道使用料 2,009,279,548   

 （２）雨水処理負担金 91,677,199   

 （３）その他営業収益   51,457,172 2,152,413,919  

2 営業費用 円 円 円 

 （１）管渠費 304,036,839   

 （２）ポンプ場費 118,492,988   

 （３）処理場費 767,580,838   

 （４）総係費 224,712,927   

 （５）減価償却費 2,242,522,952   

 （６）資産減耗費 22,291,467 3,679,638,011  

 営業損失   1,527,224,092 

3 営業外収益 円 円 円 

 （１）受取利息及び配当金 191,448   

 （２）他会計補助金 1,334,187,242   

 （３）長期前受金戻入 1,064,546,640   

 （４）雑収益 106,463,074 2,505,388,404  

4 営業外費用 円 円 円 

 （１）負担金徴収事務費 24,692,666   

 （２）支払利息及び企業債取扱諸費 612,429,728   

 （３）雑支出 102,818,856 739,941,250 1,765,447,154 

 経常利益   238,223,062 

5     特別利益 円 円 円 

     （１）過年度損益修正益 504,823   

 （２）引当金戻入益 968,988 1,473,811  
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2.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

 

6 特別損失 円 円 円 

 （１）過年度損益修正損 210,283   

 （２）その他特別損失 226,750 437,033 1,036,778 

 当年度純利益   239,259,840 

 前年度繰越利益剰余金   0 

 その他未処分利益剰余金変動額   12,228,547 

 当年度未処分利益剰余金   251,488,387 
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2.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

佐世保市下水道事業損益計算書（平成２５年度～平成２７年度） 

 

  

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

金額（円） 

構成 

比率 

(％) 金額（円） 

構成 

比率 

(％) 金額（円） 

構成 

比率 

(％) 

下水道事業収益 3,524,841,518 100.0 4,928,897,014 100.0 4,659,276,134 100.0 

営業収益 2,127,802,334 60.4 2,107,290,892 42.8 2,152,413,919 46.2 

下水道使用料 1,975,161,208 56.1 1,975,626,431 40.1 2,009,279,548 43.1 

雨水処理負担金 92,305,674 2.6 86,713,983 1.8 91,677,199 2.0 

その他営業収益 60,335,452 1.7 44,950,478 0.9 51,457,172 1.1 

営業外収益 1,396,451,496 39.6 2,528,558,220 51.3 2,505,388,404 53.8 

受取利息及び配当金 601,873 0.0 354,676 0.0 191,448 0.0 

他会計補助金 1,381,356,695 39.2 1,388,524,862 28.2 1,334,187,242 28.6 

長期前受金戻入 0 0.0 1,052,220,680 21.3 1,064,546,640 22.9 

雑収益 14,492,928 0.4 87,458,002 1.8 106,463,074 2.3 

特別利益 587,688 0.0 293,047,902 5.9 1,473,811 0.0 

下水道事業費用 3,305,978,131 100.0 4,916,668,467 100.0 4,420,016,294 100.0 

営業費用 2,553,663,486 77.3 3,677,122,882 74.8 3,679,638,011 83.3 

管渠費 410,566,321 12.4 493,474,883 10.0 304,036,839 6.9 

ポンプ場費 82,289,480 2.5 79,967,656 1.6 118,492,988 2.7 

処理場費 698,967,218 21.2 700,098,237 14.3 767,580,838 17.4 

総係費 224,834,576 6.8 198,386,212 4.0 224,712,927 5.1 

減価償却費 1,131,285,891 34.2 2,200,761,549 44.8 2,242,522,952 50.7 

資産減耗費 5,720,000 0.2 4,434,345 0.1 22,291,467 0.5 

営業外費用 744,461,498 22.5 745,116,080 15.1 739,941,250 16.7 

負担金徴収事務費 26,132,940 0.8 26,264,391 0.5 24,692,666 0.6 

支払利息及び企業債取扱諸費 646,243,464 19.5 633,014,868 12.9 612,429,728 13.8 

雑支出 72,085,094 2.2 85,836,821 1.7 102,818,856 2.3 

特別損失 7,853,147 0.2 494,429,505 10.1 437,033 0.0 

当年度純利益（△純損失） 218,863,387  12,228,547  239,259,840  
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2.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

佐世保市下水道事業貸借対照表（平成２８年３月３１日） 

 

事業の財政状態（資金の外部調達（負債・資本）と、調達した資金の投資・運用状況（資産））を表す表です。 

資  産  の  部 

１固定資産  円 円 

（１）有形固定資産 69,271,387,447  

（２）無形固定資産 2,093,500  

固定資産合計  69,273,480,947 

２流動資産 円 円 

（１）現金預金 3,807,580,689  

（２）未収金 191,702,666  

 流動資産合計  3,999,283,355 

 資産合計（１＋２）  73,272,764,302 

負  債  の  部 

３固定負債  円 

（１）企業債 28,119,399,711  

（２）他会計借入金 64,624,886  

（３）リース債務 356,464  

（４）引当金 292,534,420  

 固定負債合計  28,476,915,481 

４流動負債  円 

（１）企業債 1,622,597,604  

（２）リース債務 282,041  

（３）未払金 901,484,894  

（４）引当金 103,441,667  

（５）その他流動負債 19,203,354  

 流動負債合計  2,647,009,560 

５繰延収益 円 円 

（１）長期前受金 50,167,589,790  

   収益化累計額 △20,467,591,807  

 繰延収益合計  29,699,997,983 

 負債合計（３＋４＋５）  60,823,923,024 
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2.4.2.2 資料編（経営管理部編・財政）  

 

資  本  の  部 

６資本金 円 円 

（１）資本金 11,537,257,971  

 資本金合計  11,537,257,971 

７剰余金 円 円 

（１）資本剰余金 660,094,920  

（２）利益剰余金 251,488,387  

 剰余金合計  911,583,307 

 資本合計（６＋７）  12,448,841,278 

 負債資本合計（３＋４＋５＋６＋７）  73,272,764,302 

資産合計（73,272,764,302）＝負債資本合計（73,272,764,302）となることからバランスシートといいます。 
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2.4.3 下水道事業業務実績  

年度 

項目 

 

２５ ２６ ２７ 

人       口 (人) 260,084 258,132 256,504 

全  体  計  画  面  積 (ha) 4,968.00 4,968.00 4,968.00 

整 備 済 面 積 (ha) 2,966.81 3,021.34 3,070.91 

面  整  備  率 (％) 59.7 60.8 61.8 

普   及   率 (％) 56.5 56.8 57.2 

処 理 区 域 内 戸 数 (戸) 67,696 68,766 70,627 

水  洗  化  率 (％) 89.8 90.0 89.7 

水 洗 化 戸 数 (戸) 60,768 61,860 63,387 

有 収 排 水 量 (㎥) 13,375,182 13,332,685 13,531,106 

汚 水 管 延 長 (ｍ) 592,877 604,291 618,318 

職    員    数 (人) 69 69 71 

処  理  原  価 (円) 244.63 251.06 246.12 

う ち 維 持 管 理 費 (円) 111.73 117.17 112.16 

使 用 料 単 価 (円) 147.67 148.18 148.49 

年 間 下 水 道 使 用 料 (千円) 1,975,161 1,975,626 2,009,280 

 

 

【用語説明】本資料中（下水道）の用語の意味を記載しております。 

用語 内 容 

人         口 佐世保市内の住民基本台帳の人口。 

全  体  計  画  面  積 将来の地域の状況に対応した長期的な下水道整備の実施計画面積。 

整  備  済  面  積 排水区域+未供用箇所の管渠整備済み区域の面積。 

面  整  備  率 全体計画面積のうち、整備済み面積の率。（未供用面積を含む。） 

普    及    率 
下水道が普及状況を示す指標のこと。人口に対する下水道を利用できる人口の割

合のこと。下水道普及率・下水道処理人口普及率ともいう。 

処  理  区  域  内  戸  数 供用開始（下水道法第９条第２項）の公示がなされている区域の戸数をいう。 

水  洗  化  率 
処理区域内戸数のうち、実際に水洗便所を設置して汚水を処理しているものの割

合。 

水 洗 化 戸 数 処理区域内戸数のうち、水洗化を完了している戸数のこと。 

汚  水  管  延  長 汚水管渠の整備済み延長。（未供用管渠含み、事業計画区域外の管渠を含まない。） 

排 水 区 域 
公共下水道により下水を排除することができる地域で、第九条第一項の規定によ

り公示された区域をいう。（下水道法第 2 条 7 号） 

処 理 区 域 

排水区域のうち排除された下水を終末処理場により処理することができる地域

で、第九条第二項において準用する同条第一項の規定により公示された区域をい

う。（下水道法第 2 条 8 号） 
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3.1 機構図  
 

（平成2８年3月 31日現在） 

 

 部 課及び準課 係 

佐
世
保
市
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
管
理
者 

経営管理部 総務課 総務管理係 

職員係 

財務課 経理係 

調達係 

営業課 業務係 

料金係 

計量係 

水源対策・企画課 水源対策係 

企画係 

事業部 水道維持課 給水装置係 

維持第一係 

維持第二係 

東部管理係 

水道整備課 建設改良第一係 

建設改良第二係 

水道施設課 水道施設係 

水道設備係 

施設管理係 

北部管理事務所 北部管理係 

 （準）宇久営業所  

下水道事業課 下水道普及促進係 

下水道計画係 

下水道建設第一係 

下水道建設第二係 

下水道維持係 

下水道施設課 下水道施設係 

水質管理センター 水道水質係 

下水道水質係 
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3.2 事務分掌  

 

課 名 主な業務内容 

総務課 

局内の庶務に関すること 

条例、規程等及び議案に関すること 

財産管理に関すること 

広報及び広聴に関すること 

職員の身分、服務、勤務条件その他人事に関すること 

職員の給与及び福利厚生に関すること 

労務管理の統一に関すること 

財務課 

水道事業及び下水道事業の財政計画に関すること 

水道事業及び下水道事業の予算及び決算に関すること 

水道事業及び下水道事業の企業債及び補助金に関すること 

物品の購入及び工事等の契約に関すること 

指定給水装置工事事業者及び下水道排水設備指定工事店に関すること 

営業課 

水道料金、下水道使用料等の納入通知書発行に関すること 

収入金全般の調定及び収納に関すること 

電子計算業務に関すること 

給排水使用及び廃止に関する諸願届の受付及び処理に関すること 

料金の精算及び開閉栓に関すること 

水道料金等の未納金の督促及び滞納整理、給水の停止処分に関すること 

使用水量の計量及び認定に関すること 

メーターの管理、取替え、試験及び調査に関すること 

水源対策・企画課 

水道事業の認可及び水道水源の確保対策に関すること 

企画調整に関すること 

上下水道ビジョンの推進の統括に関すること 

水道の総合計画及び建設改良計画に関すること 

開発行為に関すること 

水道維持課 

給水装置の工事に伴う審査、検査に関すること 

給水装置の構造、材質及び施工方法に関すること 

開発行為の給水に関すること 

給水装置及び送・配水管の維持管理に関すること 

漏水防止に関すること 

公営簡易水道施設の維持管理に関すること 
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3.2 事務分掌  

 

課 名 主な業務内容 

水道整備課 

送、配水管等の建設、改良及び移設工事の実施に係る計画、設計、施工、監督に関すること 

管路情報に関すること 

送、配水管等の改良及び移設工事の指導監督に関すること 

水道施設課 
取水、貯水、導水、浄水及び配水施設の改良工事及び維持管理に関すること 

水道施設の電気設備に関すること 

北部管理事務所 

給水装置の工事に伴う審査、検査に関すること 

給水装置等の構造、材質及び施工方法に関すること 

漏水防止に関すること 

配・給水管の維持管理及び高部揚水に関すること 

水源池、取水場及び浄水場の維持管理に関すること 

導水管及び送水管の維持管理に関すること 

宇久営業所 
水道施設の維持管理に関すること 

水道料金その他の収入金の収納に関すること 

下水道事業課 

下水道事業受益者負担金の賦課、収納及び滞納整理に関すること 

下水道の普及及び私道等の公共下水道設置要望の事務処理に関すること 

下水道の事業計画及び国庫補助事業申請の統括に関すること 

開発行為に伴う下水道施設の審査及び指導監督に関すること 

下水道管渠施設の設計、施工監督に関すること 

下水処理場及びポンプ場施設増改築の土木建築工事に関すること 

下水道管渠等の維持管理に関すること 

排水設備及び除害施設に関すること 

井戸水等の下水道放流水量の認定に関すること 

下水道施設課 

国庫補助事業の申請に関すること 

処理施設の増改築計画に関すること 

処理施設の建設改良等の設計、施工監督に関すること 

処理施設の維持管理に関すること 

水質管理センター 

水道の水質管理に関すること 

水道の水質の保持、改善及び研究に関すること 

原水の適正な維持に関すること 

下水道の水質管理に関すること 

下水道の水質の保持、改善及び研究に関すること 

除害施設管理の指導に関すること 

 


